
●児童の画面に表示される自分の振り返りの一覧

  自分を客観視する振り返り

― 図工での〈トラビ〉活用には、どのよう

なきっかけがあったのでしょうか？

　図工の作品づくりは「作って終わり」
「見せ合って終わり」になりがちで、これ
まで私の授業でも、子どもが自分の表
現を深く振り返る機会は多くありません
でした。しかし図工は、自分の考えや思
い、行動が形になって表れる教科です。
それを少し引いた視点で見直すこと
は、いわゆるメタ認知的な視点を育むう
えでも大切なのではないかと考えるよう
になりました。また、配付や回収が必要
な紙での振り返りに比べて、デジタルで
の振り返りには手軽さや瞬発力があり
ますので、習慣的に授業に取り入れる
のによいかなと考え〈トラビ〉を使い始め
ました。

― そのような取り組みは、全学年で行わ

れたのでしょうか？

　はい。各学年の実態に応じて、デジタル
ワークシートを作成し、配付しています。
はじめはログインに手間取ったり、端末
操作に苦労したりすることもあります。
ですが本校では1年生から端末を持ち、

個人のスキルに応じて指導しています
ので、2年生になる頃には多くの子ども
たちがスムーズに操作できるようになっ
ています。

― 図工での振り返りは、言語化するの

が難しいイメージがあります。ICTスキル

とともに、言語能力的なところも指導さ

れているのでしょうか？

　あくまで図工なので、国語のように言
葉の指導をするわけではありません。例
えば1年生など、まだ言葉での表現が
難しい場合は、ワークシートの回答を選
択式にすることもあります。あとは、〈トラ
ビ〉のシートの設定として、学年や発達
段階に応じた入力文字数を決めてい
たりもします。4年生は25字、6年生は80
字など、ある程度の文字を書かないと
いけない状況をつくり、思考を深める
きっかけにしています。

― 作品の振り返りということは、写真も

活用されているのでしょうか？

　はい。写真も含めて残すようにしてい
ます。写真を撮り、文字に残すことで自分
の思いを客観的に認識できると思いま
す。例えば、「もっと時間が欲しかった」

「計画的にやればよかった」など制作過
程への気付きが出てくることもあります
し、「赤色を強く表現しすぎた」など自分
の思いと表現のギャップを感じている場
合もあります。また、「下書きに時間をか
けすぎて色塗りが雑になってしまっ
た」といった具体的な記述があると、次
の単元での指導につなげる手がかりに
もなります。

  表現活動と評価の関係

― こうした振り返りを評価にも活用され

ているのでしょうか？

　学校法人佐藤栄学園さとえ学園小学校では、子どもたちの主体性を大切に一人ひとり

の個性や能力を伸ばす教育を日々実践しています。ICT機器やデジタル教材も積極的に

活用しており、各教科においてさまざまな実践が広がっています。今回は、図工における

単元ごとの振り返りをデータで蓄積※し、子どもたちの学びへとつなげる取り組みについ

て、同校の教壇に立って23年の津田桂先生にお話を伺いました。
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●「テキストAI分析」でグルーピングした結果

●先生の画面に表示される
   クラスの振り返りの一覧

　もちろん、子どもたちを見取る材料に
はします。ですがフィードバックという点
では、子どもたちの出したものに対して
私が良し悪しをジャッジすることはしな
いようにしています。
　あくまで学校の中での図工や美術
は、上手にやることを目的にはしていま
せん。表すことや作ることを楽しんだり、
自分自身を見つめたりする機会にして
ほしいですし、教える側がその目的を
忘れてはいけないと思います。本当は、
「評価」をしたくないとすら思っています
（笑）。自分の内側から表出するものだ
から、「あなたの作品はダメ」なんて言
われたら、とっても傷つきますよね。だか
らまずは図工を嫌いにならず、怖がら
ず表現できるようになってほしいという
想いで、子どもたちに接しています。

  情報活用と自分らしさ

― 子どもに「本物らしく描きたい」という

思いがあるときはどうされていますか？

　子どもたちは日常的にタブレットを情報
手段として使っています。例えば、タブレッ
トで検索した画像を見本にして、模写す
ることもあります。そうしたときに、参考画
像を横に置きっぱなしにせず、閲覧時間
を制限するなどの工夫をしています。これ
は、情報に頼りすぎず、自分なりの解釈の
余地を持てるようにするための補助だと
思っています。また、大人であれば「どこ
からが自分の考えや思いで、どこからが
他者のものか」を意識的に区別できます
が、子どもは曖昧になりがちです。そう
いった意味でも、写真や資料にのめり込
みすぎないよう調整できればと考えていま
す。美術はもともと「模倣」から始まってい
る側面もあり、真似をすること自体が悪い
わけではありません。そこから自分なりの
表現につなげていくことが大切です。

― 情報活用によって図工も変わってき

ていますか？

　絵がうまくなりましたね（笑）。これまで
イメージで描いていたものが、補助とな
る情報を取り入れながら描けるので、非
常に大人っぽい印象になりました。その
反面、写実要素が多くなると、表現とい
うより作業になってしまうことがありま
す。今の時代の子どもたちは、情報が
あふれる中で表現をしていかないとい
けません。そのバランスは教える側とし
ても悩ましいところです。

  学びの積み重ね、
  プロセスを大切に

― 〈トラビ〉での振り返りは、児童の自己

調整やメタ認知の力につながっている

と思われますか？

　少しずつそのような感覚を持ち始め
ている子どももいます。過去の記録が
蓄積されることで、自分の変化に自然と
気付けるようにもなっているはずです。
とはいえ、メタ認知の感覚を小学校段
階から掴むのはなかなか難しいことで
す。大人になるにつれて体験的に分か
るようになるものではないでしょうか。ま
ずは授業の中で自分の活動を振り返る
体験が、その芽になることを期待してい
ます。そして図工は特に、自分の内面が
強く表れる教科で、「自分ってこういう人
なんだ」と気付いていく過程こそが大切
な学びの1つだと思っています。

―  子どもたちの学びを捉えるという点

では、〈トラビ〉の「テキストAI分析」も使

われていますよね。

　はい。現在は、クラス全体に対する分析
結果を私が確認し、子どもたちを見取る
参考にしています。

　今後、個々の児童が継続的に記録し
た内容に対して、その変容を分析でき
るようになれば、子どもたちへのフィード
バックとして活用できるかもしれません。
生成AIには好き嫌いがありませんから、
子どもたちもその結果をフラットに受け
止めやすいと思います。うまく活用でき
れば、自信や改善につながっていくので
はないでしょうか。

― 最後に、図工の振り返りを通して、

大切にしたい子どもの姿はどのようなも

のですか？

　私は、子どもたちは自分よりも才能が
あると思いながら接しています。ですか
ら、教えるのは技法であって表現では
ありません。私にさまざまな助けやお手
本を求めてきますが、できる限り手を出
さないように気を付けています。自分が
どう感じるか、どう選ぶかを積み重ねる
中で、まずは自分で自分を評価できるよ
うになってほしいです。他者からの評価
は、もう少し後になってからでよいと思っ
ています。今後も、振り返りを言葉や写
真で残すという取り組みが、自分を知
り、向き合うための一助となればと願っ
ています。




